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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

乳幼児期に重篤な視覚障害をきたす難病の診療体制の確立に関する研究 

支援体制の全国ネットワーク、日本ロービジョン学会への連携、 

視神経・中枢の評価、新規治療法に関する研究 

 

研究分担者  （不二門尚） （大阪大学大学院生命機能研究科・特任教授） 

研究協力者  （佐藤茂）  （大阪大学大学院医学系研究科・保健学専攻・准教授） 

研究協力者  （中野泰志） （慶応大学経済学部・教授） 

           

研究要旨：乳幼児期に重篤な視覚障害をきたす難病に対して、医療サイドと支援学校・

施設の連携体制に関するアンケート調査を全国の盲学校および支援施設（63 施設）に

対して行った結果、地域の盲学校を中心に、視覚障害乳幼児に関する相談窓口は、ほと

んどの施設にあることが分かった。教育サイドから医療サイドへの要求事項として、早

期に支援学校の教育相談に紹介してほしいという意見が最も多かった。これは、早期の

介入により、視覚障害児の活動の幅が増えること、保護者の不安を早めに取り除けるこ

となどがその理由と考えられた。今後、視覚支援学校・施設と、小児眼科を標榜する医

師のみならず一般眼科医への連携を緊密に行うことが望まれる。また、将来的に重篤な

視機能障害を起こす可能性のある近視に対して、小児期に介入する新規の治療法とし

て、低濃度アトロピン（LDAT）治療の日本人に対する有効性・安全性を 171 人の小児に

対して検討した。屈折度および眼軸長の変化は有意に LDAT 点眼群で少なく、重篤な副

作用はなかった。今後治験を経て、一般的な近視進行抑制治療法として確立することが

望まれる。 

 

Ａ．研究目的 

１）乳幼児期に重篤な視覚障害をきたす難病に

対して、日本ロービジョン学会と連携し、医療

サイドと支援学校・施設の連携体制に関するア

ンケート調査を行うこと、２）将来的に重篤な

視機能障害を起こす可能性のある近視に対し

て、小児期に介入する新規の治療法として、低

濃度アトロピン治療の日本人に対する有効性・

安全性を検討すること。 

Ｂ．研究方法 

１）視覚障害児に対する医療―教育支援の連携の

アンケート調査。 

日本ロービジョン学会で、教育関係を担当して

いる慶応大学の中野先生の協力を得て、全国の視

覚支援学校 67 校および視覚支援施設 6 施設に対

して、アンケート調査を行った。内容は、視覚障

害乳幼児（0 歳～小学校入学前）の教育、相談窓

口の有無。生徒の人数。医療機関との連携の有無、

医療機関の種類。医療機関からの情報についての

希望、重複障害児の受け入れの有無、医療機関に

望むことである。 

２）低濃度アトロピン治療の日本人に対する有

効性、安全性の臨床研究。 

 

 

日本国内7施設における2年間の前向き研究で、

171人の小児に対してLDAT点眼群と偽薬点眼群で

近視抑制効果を、屈折度、眼軸長に関して検討

した。また、羞明や調節不全などの副作用につ

いても検討した。 

比較したところ、 
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Ｃ．研究結果    

１）視覚障害児に対する医療―教育支援の連携の

アンケート調査。 

63施設（88％）より返答が得らえた。視覚障害乳

幼児の教育は、55 施設（87％）で行われており、

相談窓口は 60 施設 (95%)にあった。医療機関と
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の連携は、60施設（95％）で行われていた。重複

障害児は全施設（100％）で受け入れていた。医療

機関に望むことでは、視覚障害があると分かった

時点で、早期に支援学校の教育相談に紹介してほ

しいという意見が最も多かった。保護者への説明

は、丁寧に時間をかけて行ってほしいという意見

も多かった。 

２）低濃度アトロピン治療の日本人に対する有

効性、安全性の臨床研究。 

屈折度および眼軸長の変化は有意に LDAT 点眼群

で少なく、重篤な副作用はなかった。 

 

Ｄ．考察 

視覚障害乳幼児に対する医療―教育支援の連携

は、地域の盲学校を中心に実施されていた。視

覚障害乳幼児に関する相談窓口は、ほとんどの

盲学校にあることは、広く周知させる必要があ

ると考えられた。教育サイドから医療サイドへ

の要求事項として、早期に支援学校の教育相談

に紹介してほしいという意見が最も多かった。

これは、早期の介入により、視覚障害児の活動

の幅が増えること、保護者の不安を早めに取り

除けることなどがその理由と考えられた。今

後、医療サイドへの啓蒙が必要である。 

 低濃度アトロピン治療に関しては、海外では

多くの施設で、その近視進行抑制に対する有効

性が報告されているが、本邦に関する報告はな

かった。本多施設研究で、低濃度アトロピンは

日本人に対しても、近視進行抑制の効果があ

り、副作用はほとんどないことが示された。今

後、最適なアトロピンの濃度、投与期間、終了

時期などに関して、検討が必要である。 

 

Ｅ．結論    

視覚支援学校、施設と医療機関との連携は、校医、

大学病院などとほとんどの施設で行われていた

が、連携の方法に関しては、早期の相談を促すこ

と、医療情報の提供は、保護者および支援学校に

対して、丁寧に行うことが要望されていた。今後、

これらの意見をもとに、視覚支援学校・施設と、

小児眼科を標榜する医師のみならず一般眼科医

への連携を緊密に行うことが望まれる。低濃度ア

トロピン治療に関しては日本人に対しても、近視

進行抑制の効果があり、副作用はほとんどないこ

とが示された。今後治験を経て、一般的な近視進 

行抑制治療法として確立することが望まれる。 
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